
二
〇
〇
三
年
エ

ノ｀ゝ

月

平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
①

付

『
平
　
城
　
宮
　
木
　
簡
　
一
　
』
　
補
　
訂
　
三奈

良
文
化
財
研
究
所



図
　
版
　
一

１０

222

15

ｊｌ１
・Ｉぐ



図
　
版
　
二

213

22

５）９
一（３

３

ｊｌ１ぐ



　
ｊ
｀
¨
゛
‘
・
‘
｀
。
。
。
”

Ｍ
　

一
ｆ
ｊ
、
。
｀
”
ｔ

Ｘ
ｔ
ｔ
－
。
．
Ｉ
糊
餌
騒

‘
‐
Ｉ

し
Ｉ
劃
‘
ｉ
ｌ
ｎ
Ｊ
Ｊ
ｏ
ｎ
ｏ
ｙ
；
’
゜
’
・

’
…
…
・
‐
Ｊ
’
‥
‘
”
・
’
゛
‐
一
郎
匹
仙
Ｉ
’

図
　
版
　
三

16

33

220

４）
・
一（３



Ｓ，

m
い
・

　223

(赤外)

223

32

２

212

１ぐ
Ｉ
Ｉ １）

図
　
版
　
四



’
‘
‐
　
　
　
’
ｉ
？
『
．
‐

　
｀
ａ
ヽ
’
｀
―
．
‐
‐
・
ｉ
　
　
　
．
″
‐
　
’
　
　
　
・
’
μ
　
八
、
.
T
?
３
ａ
Ｆ
…
＼
r
"
'
i
　
　
、
．
．
、
暑
　
゜

’
‐
″
　
吼
Ｘ
“
ｊ
Ｉ
　
”
．
｀
　
　
ヽ
″
”
ｒ
゛
　
　
づ
１
’
　
　
　
　
゛
『
・
‘
・

図
　
版
　
五

28

31

29

209

１１

ｊｌ一
一１ぐ



228

214

１８

（１
一
一

１ ）

図
　
版

　ｌ
ノゝ



^-*,
ゞ．．

図
　
版
　
七

13

17

34

24

５）(４



Ｉ
ｒ

124

96

ｌ

１
１

！

ｉ
油
創
Ｊ

145

７

１１ ５

１１２

169

１
－

１

128

　114

（1:1）

１

図
　
版
　
八



　
・
バ
”
‘
’
！
ド
．
ｔ

与
Ｔ
心
新
組

糾海

i ’

U

↓

■:, I

１１６

144

122
48

じ
ぷ
ｔ
祢
征
旅
拓
¶

69

50

　
１
・
－

‥
１
籾
遠
荷
絹
超

11
4
1

11

卜

円
頂
紅
燈

辱

，
ｊ
ｊ
ｉ

ｌ
ｉ
ｉ
『
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｒ
ｊ
・
』
－
１
１
１

一
度

4j

１
１
１
－
．
ｌ
ｒ

４　
１
１

ド
ド
ド
し
Ｈ
ｎ
Ｆ
ｒ
Ｍ
ｌ
ｔ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
ｌ
ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
？

1
1
1
1
’
『

気
誘
引
彫
叶
’

ゝ

一
目
ｊ
し
Ｔ
卜
卜

Ｉ
ｌ
ｆ
■

ず
Ｉ

１

Ｍ
川
川
に

　
‐
―
－

Ｍ
Ｉ
’
し
・
ド

138609987

Ｏ
・
ｅ（１

．
Ｊ
示
高
間

猷
ぶ
湖
い

ｌ
　
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
　
Ｘ
Ｉ

¨
”
劃
り
密

‐

１
司

　
！
Ｉ
Ｆ
１
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
『
ｌ

41

，
　
－
ｊ

哨
出
目

―
―
！
　
Ｉ
Ｉ

ゃ
出
矩
唐
机

　
　
７

図
　
版
　
九



図
　
版

一

〇

-
-
-

･
S
|
>
ｒ
-
-
'
-
≫
<
*
≪
ｂ
;
-
i
:
-
-
:
-
.

r
i
-
:
-
-
^
.

　

_
_
-
_

^
＼
-
'

1
4
a
&
≪
　
≫
'

賤
河

Ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
り

100

.
1
#
≫
.
　
>
i
a
*
^

196

７21

　
ｌ
ｌ
！
！
　
－

．
０
ｄ
Ｍ
ｊ
ぃ
り
卜
り

｛

73216
●1･

バ
｀
一
Ｋ

ｊ
‐
・

！

201495662

Ｏ
１（



●

　
‥
ふ
ぃ
Ｉ
’

し
れ
に
日
打
打
汀
汀
ｉ
Ｊ
１
刻
刻
旭
ｙ
Ｅ
り
μ
｛
｀

_
'"
-
'
^
＾
r
'
J

i
;
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
≪
*
-
.
-
.

v
^

-
-
^
Ｆ
^^
'
^
Ｓ
^
―
^
^

-
i
.
"

_
.
.
.

.
'
■
.
　
-
"
＾
＾

＾
＾
1
　
^
^
に
に
じ
し
延
齢
>
<

＊
-
"
-
v
^
:

　
　
！

　
～
ｊ－
Ｌ
φ

÷
ｌ
ｌ
Ｆ

♂
Ｉ
ｙ
Ｉ
Ｉ

口
川
川
几
ド
け
汁
■
■
-
-
-
-
｡

^

*
''
■

リ
　

’
・
ｊ
Ｉ
り
１
ｊ
ｌ
ｒ
’
Ｆ
Ｌ
り
吽
Ｊ
″
‘
Ｊ
‥
‐
‐
り
Ｘ
．
μ
３
１
’
１
″
…
…
…
　
一
．
ｊ
φ
／
べ
り
ー
。

■
『
　
　
-

｡
*

-
-
V-
｡

図
　
版
　
一
一
　
「
平
城
宮
木
簡
二
」

396　396

(赤外)

389389

(赤外)

）

５

５

7;
３

（４

ｊｌ
・
寧（１



図
　
版

一
二
「
平
城
宮
木
簡
こ

I
　
　
ｉ
ｒ
n
ｒ
＾

い
゛
・
‐
に
・
。
ｒ
・
゛
Ｉ
Ｉ
穐
』

　
　
．
ご
出
白
劃
引
恥
刃

白
＆
趾
禧
範
践
ｎ
り
．
『
．S;:４1,

Ｗ

304

　

－

－

Ｉ

288

･ヽ11

・●.

　゛ｔ･

や，

爪
判

381

349
200+201

　349

(赤外)

５）
一
一(３



　
こ
の
概
報
に
は
、
先
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
三
十

六
）
』
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
刊
）
以
後
に
平
城
宮
・
京
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の

う
ち
主
要
な
も
の
、
及
び
『
平
城
宮
木
簡
一
』
二
〇
一
～
四
〇
〇
号
の
う
ち
新
た

な
調
査
に
よ
っ
て
釈
文
を
補
訂
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
を
収
録
す
る
。

　
以
下
、
木
簡
の
各
地
点
ご
と
の
出
土
状
況
、
『
平
城
宮
木
簡
一
』
の
補
訂
に
関
す

る
事
項
を
述
べ
、
釈
文
を
掲
げ
る
。

一
、
木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

第
三
三
七
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｒ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
～
二
〇
〇
二
年
九
月
）

　
一
九
七
二
年
度
の
第
七
七
次
調
査
に
よ
っ
て
、
第
一
次
大
極
殿
院
南
辺
で
は
南

面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
七
六
〇
〇
・
七
八
二
〇
の
中
央
に
南
門
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
一
が
開
き
、

そ
の
東
側
に
東
楼
Ｓ
Ｂ
七
八
〇
二
が
取
り
付
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
東
楼
の
柱
抜

取
穴
か
ら
計
二
四
二
点
（
う
ち
削
屑
一
五
五
点
）
の
木
簡
が
出
土
し
た
（
『
平
城
宮

発
掘
調
査
報
告
Ｍ
』
　
一
九
八
二
年
。
以
下
、
学
報
と
略
称
。
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出

土
木
簡
概
報
（
十
）
』
　
一
九
七
五
年
）
。
本
調
査
は
、
南
門
を
挟
ん
で
東
楼
と
対
称

の
位
置
に
想
定
さ
れ
る
楼
閣
建
物
（
西
楼
）
の
存
在
・
位
置
・
規
模
の
確
認
の
た

め
の
も
の
で
、
調
査
面
積
は
こ
一
七
八
�
で
あ
る
。

　
主
な
検
出
遺
構
は
、
南
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ
七
八
二
〇
・
西
楼
Ｓ
Ｂ
一
八
五
〇
〇
、

こ
れ
ら
の
解
体
に
と
も
な
う
遺
構
、
お
よ
び
築
地
回
廊
に
囲
ま
れ
た
大
極
殿
院
内

広
場
Ｓ
Ｈ
六
六
コ
ニ
な
ど
で
あ
る
。

　
遺
構
の
時
期
は
大
き
く
Ａ
～
Ｅ
の
五
時
期
に
大
別
で
き
、
こ
れ
は
学
報
の
時
期

区
分
の
Ｉ
－
１
～
４
お
よ
び
ｎ
期
以
降
に
対
応
す
る
。

　
Ａ
期
は
平
城
遷
都
直
後
で
あ
る
。
地
山
上
に
厚
さ
三
〇
ｍ
程
度
の
整
地
土
（
黒

褐
～
暗
灰
褐
色
粘
質
土
）
を
広
く
敷
い
た
上
に
版
築
を
施
し
て
基
壇
土
を
造
成
し
、

南
面
築
地
回
廊
を
造
る
。
基
壇
土
は
一
部
掘
込
み
地
業
を
伴
う
。
回
廊
内
側
は
、

整
地
上
の
上
に
径
五
～
一
〇
ｍ
程
度
の
痛
を
敷
い
た
（
下
層
痛
敷
）
広
場
と
す
る
。

　
Ｂ
期
に
は
、
南
面
築
地
回
廊
七
間
分
を
解
体
し
、
基
壇
を
北
側
に
継
ぎ
足
し
た

上
で
西
楼
が
増
築
さ
れ
る
。
回
廊
内
側
の
広
場
で
は
、
下
層
傑
敷
面
上
に
暗
灰
・
～

灰
褐
色
粘
性
砂
質
土
を
厚
さ
約
一
五
ｍ
盛
土
し
、
そ
の
上
に
径
二
・
～
五
ｍ
の
や
や

細
か
い
痛
を
敷
き
直
す
（
中
層
痛
敷
）
。
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Ｃ
期
に
は
、
中
層
補
敷
の
上
に
明
灰
色
砂
を

五
一
以
下
の
厚
さ
に
敷
い
て
盛
土
し
、
そ
の
上

に
径
二
ｍ
以
下
の
小
磯
を
敷
き
直
す
（
上
層
痛

敷
）
。

　
Ｄ
期
に
は
、
西
楼
と
築
地
回
廊
が
解
体
さ
れ

る
。
礎
石
は
全
て
抜
き
取
ら
れ
、
基
壇
は
広
場

の
上
層
補
敷
の
高
さ
ま
で
削
平
さ
れ
る
。
上
層

榛
敷
上
面
に
い
く
つ
か
の
瓦
溜
り
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
柱
抜
取
穴
に
切
ら
れ
て
い
る
。
瓦
を
建

物
か
ら
お
ろ
し
て
上
層
補
敷
面
上
に
廃
棄
し
た

後
、
柱
を
抜
き
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、

解
体
工
事
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
臨
時
の
排
水
溝
も
検
出
し
た
。

　
Ｅ
期
に
は
、
Ｄ
期
に
平
坦
に
さ
れ
た
調
査
区
全
体
に
径
三
～
一
〇
ｍ
程
度
の
痛

が
敷
か
れ
る
（
Ｓ
Ｘ
一
八
五
一
二
。
痛
敷
上
面
で
は
北
宋
銭
が
出
土
し
、
痛
敷
面

と
北
宋
銭
の
出
土
位
置
が
層
位
的
に
区
別
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
傑
敷
面
の
一
部

は
中
世
ま
で
露
出
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
木
簡
は
、
西
楼
Ｓ
Ｂ
一
八
五
〇
〇
掘
立
柱
抜
取
穴
、
お
よ
び
平
城
宮
造
営
時
の

整
地
土
か
ら
出
土
し
た
。

西
楼
Ｓ
Ｂ
一
八
五
〇
〇

　
調
査
区
中
央
や
や
西
寄
り
で
検
出
し
た
五
間
×
三
間
の
総
柱
東
西
棟
建
物
。
東

楼
と
ほ
ぼ
同
じ
構
造
で
、
築
地
回
廊
七
間
分
を
解
体
し
、
基
壇
を
継
ぎ
足
し
て
増

第337次調査遺構別出土木簡点数表

点数(うち削屑)遺　　構　名

Ｏ）

（8）

｀
／
・
　
″
｀
Ｊ
１
１
り
心

　
　
　
　
　
　
　
　
２

(21)21

（3）

（2）

（6）

≫
ｒ
i

T
i
-
　
　
o

　
　
ａ
＼

　
　
　
　
　
　
ｌ

1318 (1207)

(56)Ｉ
　
Ｉ
Ｉ

S B 18500柱穴

　　Al

　　Ａ２

　　Ａ３

　　Ｂ４

　　C 1

　　Ｃ４

　　Dl

　　Ｄ４

　　E 1

　　Ｅ４

　　F 1

　　Ｆ２

　　Ｆ３

　　Ｆ４

1471 (1304)
一

一
1485 (1304)

　小計
一
整地上
-
総計

築
す
る
。
外
側
の
一
六
本
の
柱
を
掘
立
柱
、
建
物
内
部
の
八
本
の
柱
を
礎
石
建
ち
　
　
‐
２

と
す
る
。
便
宜
上
、
南
北
柱
列
を
西
か
ら
順
に
Ａ
～
Ｆ
、
東
西
柱
列
を
北
か
ら
順

に
１
～
４
と
し
て
位
置
を
示
し
た
（
図
２
）
。

　
掘
立
柱
柱
穴
の
、
確
認
で
き
た
柱
穴
底
は
、
遺
構
検
出
面
か
ら
深
さ
一
丁
四
・
～

三
・
〇
ｍ
を
測
る
。
遺
構
検
出
面
で
は
、
柱
掘
形
は
長
大
な
柱
抜
取
穴
に
よ
っ
て

完
全
に
壊
さ
れ
て
い
る
。
柱
抜
取
穴
を
あ
る
程
度
掘
り
下
げ
て
確
認
し
た
柱
掘
形

は
、
一
辺
一
丁
五
～
三
・
〇
ｍ
の
長
方
形
を
呈
し
、
東
西
に
長
い
も
の
（
Ａ
３
な

ど
）
と
南
北
に
長
い
も
の
（
Ｆ
４
な
ど
）
が
あ
る
。
柱
径
は
、
柱
抜
取
穴
の
状
況

と
、
建
物
の
規
模
や
柱
穴
の
規
模
・
状
況
が
東
楼
と
類
似
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
柱
根
の
残
っ
て
い
た
東
楼
同
様
七
五
ｍ
程
度
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
な
お
、
Ｆ
３
は
他
の
柱
穴
と
様
相
が
異
な
り
、
長
大
な
柱
抜
取
穴
が
存
在
し
な
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い
が
、
断
ち
割
り
調
査
の
状
況
か
ら
、
掘
立
柱
を
礎
石
建
ち
の
柱
に
据
え
替
え
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
掘
立
柱
は
、
Ｆ
３
を
の
ぞ
き
、
い
ず
れ
も
東
西
方
向
に
抜
き
取
ら
れ

る
。
平
側
の
１
、
４
柱
列
で
は
、
柱
抜
取
穴
を
東
西
に
連
結
し
た
状
態
で
検
出
し

て
お
り
、
抜
取
穴
列
の
総
延
長
は
１
柱
列
で
約
三
三
ｍ
、
４
柱
列
で
三
二
ｍ
以
上

に
も
お
よ
ぶ
。
柱
丁
率
に
対
す
る
抜
取
穴
と
し
て
は
Ａ
２
が
最
大
で
、
東
西
長
約

九
ｍ
で
あ
る
。
妻
側
の
Ａ
、
Ｆ
柱
列
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
建
物
の
外
側
に
向
け
て
柱

を
抜
い
て
い
る
。

　
柱
抜
取
穴
は
底
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
漏
斗
状
に
狭
く
な
り
、
底
で
は
幅
七
〇
・
～

九
〇
一
程
度
に
な
る
。
Ｅ
Ｉ
、
Ｆ
４
の
柱
穴
底
部
で
は
、
直
径
一
〇
ｍ
程
度
の
杭

が
組
み
合
っ
て
地
山
に
突
き
刺
さ
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
柱
抜
き

取
り
作
業
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
Ａ
２
で
は
、
数
本
の
斎
串
が
柱
抜
取

穴
埋
土
内
で
斜
め
に
立
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
埋
土
に
意
図
的
に
突
き
刺
し
た

も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
斎
串
の
使
用
方
法
と
し
て
興
味
深
い
。
柱
抜
取
穴
底
か

ら
お
よ
そ
Ｉ
・
五
ｍ
前
後
（
遺
構
検
出
面
か
ら
深
さ
〇
・
五
ｍ
）
ま
で
は
埋
土
の

単
位
が
厚
く
、
一
度
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
上
は
層
が
細
か
く

な
り
、
こ
れ
ら
の
中
に
木
製
品
や
木
簡
を
多
量
に
含
ん
だ
層
が
混
じ
る
。

　
木
製
品
・
木
簡
を
含
む
こ
の
層
は
、
厚
さ
や
遺
物
の
残
存
状
況
に
差
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
の
柱
抜
取
穴
に
も
存
在
し
た
。
柱
抜
取
穴
が
あ
る
期
間
こ
の
深
さ
で
放
置

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
廃
棄
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
出
土
遺
物

の
一
括
性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
柱
穴
か
ら
の
木
簡
の
出
土
状
況
は
表
の
通
り
で
あ
る
。
木
簡
以
外
に
は
、
二

次
被
熱
の
痕
跡
が
あ
る
瓶
、
大
量
の
等
木
、
隅
木
蓋
瓦
な
ど
の
瓦
、
朱
の
残
る
柱

補
修
部
材
、
回
廊
の
も
の
と
み
ら
れ
る
礎
石
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

整
地
土

　
地
山
の
上
に
、
厚
さ
三
〇
ｍ
ほ
ど
で
施
さ
れ
、
調
査
区
の
ほ
ぼ
全
体
に
広
が
る
。

築
地
回
廊
内
側
の
広
場
の
下
に
も
続
き
、
平
城
宮
造
営
時
の
整
地
上
で
あ
る
。
第

一
次
大
極
殿
本
体
は
こ
の
整
地
土
の
分
布
し
な
い
場
所
に
位
置
す
る
が
、
第
一
次

大
極
殿
院
の
広
場
や
南
面
回
廊
は
こ
の
整
地
土
が
積
ま
れ
た
後
に
構
築
さ
れ
る
。

断
ち
割
り
調
査
に
よ
っ
て
木
簡
一
四
点
が
こ
の
整
地
土
中
か
ら
出
土
し
た
。

第
三
五
〇
・
三
五
一
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｋ
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
二
年
九
月
～
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）

　
こ
の
調
査
は
、
奈
良
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所
の
建
て
替
え
に
と
も
な
い
、

第
三
一
七
こ
二
二
Ｉ
・
三
二
八
こ
二
三
〇
次
調
査
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
既
存
の

本
庁
舎
部
分
に
対
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
地
は
平
城
京
の
左
京
三
条

七
坊
七
坪
・
興
福
寺
一
乗
院
の
故
地
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
計
九
〇
〇
�
。

　
調
査
の
結
果
、
一
乗
院
創
建
以
前
の
時
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
各
時
期
の
柱
穴

列
・
建
物
（
寝
殿
）
跡
二
万
井
戸
・
土
坑
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

　
木
簡
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
八
四
九
〇
か
ら
一
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
八
四
四
五
か
ら
二
点
、
計

三
点
出
土
し
た
。
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井
戸
Ｓ
Ｅ
八
四
九
〇

　
調
査
区
の
西
部
の
溝
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
の
中
央
に
穿
た
れ
た
素
掘
り
の
井
戸
。
上

面
の
径
一
・
五
ｍ
。
深
さ
二
・
八
ｍ
以
上
掘
っ
た
が
、
底
が
出
な
か
っ
た
。
漆
器

：
不
製
品
・
土
器
な
ど
が
出
土
。
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
は
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二

の
大
火
以
前
に
は
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
Ｓ
Ｅ
八
四
九
〇
の
土
器

の
時
期
も
こ
れ
と
近
接
す
る
。
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
八
四
四
五

　
調
査
区
の
北
東
部
で
検
出
し
た
素
掘
り
の
井
戸
。
上
面
径
二
・
一
ｍ
、
最
下
部

中
央
付
近
を
一
段
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
も
の
で
最
下
部
ま
で
深
さ
三
・
一
ｍ
を
測

る
。
底
に
近
い
埋
土
か
ら
は
多
量
の
木
質
遺
物
が
出
土
し
、
上
層
の
埋
土
か
ら
は

多
量
の
土
師
器
皿
が
投
棄
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
そ
れ
ら
の
年
代
か
ら
一
六

世
紀
前
半
に
埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
二
点
が
底
に
近
い
埋
上
か
ら
出

土
し
た
が
、
釈
読
で
き
な
い
。

　
以
上
、
二
〇
〇
二
年
度
の
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
奈
良
文
化
財
研
究
所

紀
要
二
〇
〇
三
』
（
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
平
城
宮
木
簡
一
』
釈
文
補
訂
　
三

　
『
平
城
宮
木
簡
一
』
は
、
図
版
を
一
九
六
六
年
に
、
解
説
を
一
九
六
九
年
に
刊

行
し
た
。
そ
の
後
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
導
入
し
た
こ
と
や
、
ま
た
保

存
処
理
で
墨
痕
が
明
瞭
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
在
で
は

よ
り
詳
細
な
釈
文
の
検
討
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
同
書
に
掲
載
し
た

木
簡
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
釈
文
を
補
訂
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
今
回
は
、

木
簡
番
号
二
〇
一
～
四
〇
〇
号
ま
で
の
削
屑
以
外
を
対
象
と
し
て
、
釈
文
の
補
訂

を
行
う
。

　
『
平
城
宮
木
簡
一
　
（
解
説
）
』
で
は
記
号
の
使
用
法
が
現
在
と
は
若
干
異
な
る
も

の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
収
録
せ
ず
、
新
た
に
判
読
で
き
た
文
字
の
あ
る
も
の
に

限
っ
た
。
ま
た
、
法
量
に
つ
い
て
は
保
存
処
理
過
程
に
お
け
る
変
化
を
考
慮
し
て

報
告
書
の
ま
ま
と
し
、
型
式
番
号
に
つ
い
て
は
現
在
の
基
準
に
従
っ
て
見
直
し
た
。

な
お
、
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
概
報
の
凡
例
に
よ
っ
た
た
め
、
報
告
書
の
表

記
と
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
釈
文
の
訂
正
で
は
な
い
。
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二
、
凡
例

二
）
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を

　
　
原
則
と
し
、
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「
龍
」
　
「
廣
」

　
　
「
賓
」
「
盗
」
　
「
嶋
」
な
ど
に
つ
い
て
は
右
の
字
体
を
使
用
し
た
。

（
三
）
　
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

Ｏ一一一

一－－

口
口
口

口
口
口

口
　
口

口
　
口

■
■
■

-
Ａ
/
-

Ｊ
Ｖ

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず
、
中
間
の
一
字
以
上

が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

木
目
と
直
交
す
る
方
向
の
刻
線
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た

も
の
。

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

抹
消
部
分
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付

し
た
。

　
［
×
］
　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所

　
　
　
　
　
の
左
傍
に
・
を
付
し
、
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
し
た
。

　
「
　
」
　
異
筆
、
追
筆
。

　
「
　
　
　
合
点
。

　
［
　
］
　
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む

　
　
　
　
　
も
の
。

　
（
　
）
　
右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

　
カ
　
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

　
（
四
）
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を
示

　
　
す
（
単
位
は
皿
）
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を

　
　
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
な
お
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

　
（
五
）
釈
文
下
の
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。

　
　
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
、
四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
が
、
本
概
報
で

　
　
は
時
代
を
示
す
千
の
位
を
省
き
、
下
三
桁
の
数
字
で
表
し
た
。
な
お
端
と

　
　
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

呂
コ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
も
の
。

呂
ぶ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

呂
芯
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失

　
　
　
　
　
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
１
１
　
-
　
６
０
１
５
　
･
　
６
０
３
２
-
６
０
４
１
　
･
　
６
０
５
１
型
式

　
　
　
　
　
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

６－-



6
０
２
１
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

回
路
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

６
０
３
１
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭

　
　
　
　
　
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

回
路
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

回
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

　
　
　
　
　
せ
た
も
の
。

回
沼
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

　
　
　
　
　
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
１

　
　
　
　
　
ふ
０
３
２
　
･
　
６
０
３
３
　
･
　
６
０
４
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

６
０
４
１
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

　
　
　
　
　
も
の
。

目
色
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左

　
　
　
　
　
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

目
色
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い

　
　
　
　
　
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も

　
　
　
　
　
の
。

回
に
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

回
召
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕

　
　
　
　
　
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
３
-
６
０
５
１
型

　
　
　
　
　
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

沼
Ｓ
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
）
内
に
製
品

　
　
　
　
　
名
を
註
記
し
た
。

沼
呂
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

沼
ほ
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

沼
沢
型
式
　
削
屑
。

　
　
括
弧
内
の
番
号
は
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
型
の
型
式
を
表

　
　
わ
す
。

　
（
六
）
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

　
　
数
字
）
を
記
し
た
。
Ｚ
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し

　
　
た
破
片
が
接
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

　
（
七
）
釈
文
の
出
土
地
点
下
に
付
し
た
「
″
」
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を
掲
げ

　
　
た
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
「
芯
」
は
「
図
版
二
」
に
対
応
す
る
。

　
木
簡
の
釈
読
に
は
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
渡
辺
晃
宏
・
馬
場

基
・
山
本
崇
が
あ
た
り
、
鷺
森
浩
幸
・
岩
宮
隆
司
・
松
本
大
介
氏
の
助
力
を
得

た
。
ま
た
、
編
集
に
際
し
て
は
、
梅
本
有
貴
江
・
小
池
綾
子
・
芝
華
恵
・
杉
本

敬
子
・
中
岡
泰
子
・
南
島
真
理
子
各
氏
の
助
力
を
得
た
。
写
真
は
牛
嶋
茂
・
中

村
一
郎
及
び
杉
本
和
樹
氏
の
撮
影
に
よ
り
、
鎌
倉
綾
氏
の
助
力
を
得
た
。

　
本
書
の
編
集
は
馬
場
基
が
担
当
し
た
。
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三
、
釈
文

第
三
三
七
次
調
査
（
６
Ａ
Ｂ
Ｒ
区
）

　
西
楼
Ｓ
Ｂ
一
八
五
〇
〇
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